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森野彰人

1. 右：「瑠璃釉金彩龍濤 盃 2017」（径 6.8 ×高さ 5.7cm）　左：「白
瓷色絵唐草文 盃 2017」（径 6.8 ×高さ 5.7cm）　2.  文蝠蝙絵色瓷白「 
容　2017」（径 19 ×高さ 22cm）　

もりの・あきと　1969 年、京都府生まれ。
1993 年、大阪芸術大学芸術学部陶芸コー
ス卒業。1995 年、京都市立芸術大学大
学院美術研究科修了。国内外で精力的に
活動。2011 年第 22 回タカシマヤ美術賞
受賞、他受賞歴多数。

京都店 6階美術画廊　
6月 28 日（水）→
7月 4日（火）
※最終日は午後 4時閉場

Information

髙島屋美術部創設110年記念

森野彰人 
豊饒な文様

暮らしの中のやきものにこだわりながらも、
どんどん幅を広げていきたい

photo: Yasukuni Iida   text: Yurie Kimura

使い手も作り手も
楽しめる やきもの
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